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受益者の皆様へ 

三井住友アセットマネジメント株式会社 

 

弊社ファンド10月22日基準価額の下落について 

（基準価額の変動要因についてのお知らせ） 

 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

平成 20 年 10 月 22 日、一部弊社ファンドの基準価額が前日比 5％超下落しました。以下に、ファン

ド状況と基準価額の下落要因のご報告をいたします。 

 

（１） 基準価額前日比 5％超下落ファンド名とその状況（平成 20 年 10 月 22 日現在） 

ファンド名 基準価額 (円) 前日比 (円) 下落率 (％)

三井住友・ス－パ－アクティブ・オ－プン                      2,052 -206 -9.12%
メイプル  ジャパンオープン                                  3,150 -256 -7.52%
三井住友・条件付インカム確保型ファンド’０６－０９          4,923 -393 -7.39%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－１１－１０５          5,280 -420 -7.37%
三井住友・日本株式年金ファンド                              4,741 -377 -7.37%
三井住友・バリュー株式年金ファンド                          7,181 -569 -7.34%
コスモ「新時代」日本株ファンド                              4,739 -371 -7.26%
三井住友・ＤＣ国内株式アクティブＳ                          7,526 -589 -7.26%
三井住友・ハイ・シェアーズ・オ－プン                        5,210 -395 -7.05%
条件付元本確保型収益分配ファンド２００６－９                5,108 -383 -6.98%
三井住友・条件付インカム確保型ファンド’０６－１２          5,012 -374 -6.94%
システム  リバランス  オープン                              4,901 -364 -6.91%
三井住友・日本株グロース・オープン                          2,334 -173 -6.90%
三井住友・条件付インカム確保型ファンド’０７－０２          4,923 -363 -6.87%
三井住友・株価指数参照ファンド’０７－０８                  5,094 -369 -6.75%
ウツミ屋  日本株ファンド「あゆみ」                          5,363 -384 -6.68%
三井住友・日本株・競争力ファンド                            4,345 -310 -6.66%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－７－６５              4,589 -327 -6.65%
三井住友・日本株・成長力ファンド                            4,513 -320 -6.62%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－１１－１００          5,232 -368 -6.57%
リサーチ＆トレンド・オープン                                3,576 -251 -6.56%
三井住友・ライフビュー・日本株式ファンド                    5,520 -387 -6.55%
三井住友・日本株Ｎｅｗバリューオープン                      6,376 -445 -6.52%
三井住友・アクティブ・オープン                              3,155 -219 -6.49%
条件付元本確保型収益分配ファンド２００７－６                4,652 -322 -6.47%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－１０－１０５          5,196 -359 -6.46%
三井住友・株価指数参照ファンド２００８－０５                6,623 -457 -6.45%
三井住友・ダブル・バリュー・ファンド                        5,251 -359 -6.40%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－３                    4,469 -303 -6.35%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－７－５５              4,535 -306 -6.32%
三井住友・ＮＥＯ（ネオ）ファンド                            2,997 -202 -6.31%
三井住友・株式アナライザー・オープン                        4,066 -273 -6.29%  
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ファンド名 基準価額 (円) 前日比 (円) 下落率 (％)

シナプス                                                    3,281 -220 -6.28%
三井住友・日本株オープン                                    5,774 -384 -6.24%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－４－春のひだまり      4,617 -306 -6.22%
２１世紀ファンド                                            3,829 -252 -6.17%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－１０－１００          5,424 -356 -6.16%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－１２                  4,776 -313 -6.15%
三井住友・げんきシニアライフ・オ－プン                      5,007 -327 -6.13%
三井住友・株価指数参照ファンド’０６－０９                  5,181 -338 -6.12%
インカム追求型株式投信０７０６                              4,984 -325 -6.12%
三井住友・条件付インカム確保型ファンド’０７－０６          4,759 -310 -6.12%
三井住友・条件付インカム確保型ファンド’０７－０８          4,797 -311 -6.09%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－４－春のおとずれ      4,586 -297 -6.08%
インカム追求型株式投信０７０９                              5,469 -353 -6.06%
三井住友・インカム確保型株価参照ファンド０７－０６          5,132 -331 -6.06%
三井住友・フォーカス・ジャパン・オープン                    5,148 -332 -6.06%
インカム追求型株式投信０７０５                              5,090 -327 -6.04%
インカム追求型株式投信０７０７                              5,073 -325 -6.02%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－７－１１０            5,140 -327 -5.98%
三井住友・条件付インカム確保型ファンド’０７－１０          5,199 -328 -5.93%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－１－６５              4,727 -296 -5.89%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００６－１１－１１５／１１０  5,019 -314 -5.89%
三井住友・株価参照ファンド２００７－１２                    6,092 -380 -5.87%
日本生活成長株式ファンド                                    8,043 -497 -5.82%
ワールドテクノロジー・ファンド                              2,469 -149 -5.69%
三井住友・株価指数参照ファンド２００８－０３                7,285 -431 -5.59%
三井住友・株価参照ファンド２００８－０３                    7,236 -421 -5.50%
条件付元本確保型収益分配Ｆ（ステップアップ型）２００７－２  4,940 -285 -5.45%
中国株利回りファンド２００３－３                            12,016 -689 -5.42%
中国株利回りファンド２００３－２                            12,250 -701 -5.41%
ちば興銀株価指数参照ファンド２００７－１０－１１０          5,638 -322 -5.40%
三井住友・株価参照型ファンド２００８－５                    7,089 -401 -5.35%
中国株ファンド・大国２００６－１０                          7,404 -413 -5.28%
三井住友・株価指数参照ファンド２００８－０９                7,476 -417 -5.28%
条件付元本確保型ステップアップ収益分配ファンド２００７－６  5,508 -307 -5.28%
中国株ファンド・大国２００６－９                            7,826 -434 -5.25%
中国株ファンド・大国２００６－２                            9,231 -508 -5.22%
中国株ファンド・大国２００７－２                            6,474 -355 -5.20%
中国株ファンド・大国２００６－３                            8,528 -466 -5.18%
中国株利回りファンド２００２－８                            11,971 -645 -5.11%
三井住友・株価参照型ファンド２００８－８                    7,283 -388 -5.06%
中国株ファンド・大国２００６－６                            9,063 -482 -5.05%  

（２） 基準価額の変動要因について 

（国内株式市場下落の背景） 

22 日の国内株式市場は日経平均株価指数で前日比-6.8％、TOPIX（東証一部株価指数）は-7.1％と大

幅に下落しました。16 日の急落以降、短期金融市場が幾分安定化に向かったことや、米国の財政政策

への期待感が高まり、株式市場はやや値を戻す展開となっていました。しかしながら、21 日の米国株

式市場が主要企業の決算悪化により軟調となったことを受け、米国経済への懸念が再度高まりました。

これを受けて翌22日の国内株式市場も下落して始まり、更には為替が対ドルで100円を切ったことや、

対ユーロ及び周辺国通貨に対しても円高が進行したことから業績懸念に拍車がかかり、午後に入って
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下落幅を拡大させる状況となりました。 

リーマン・ブラザーズ・ホールディングスの経営破綻以降、下落が続いていた株式市場は、10 日に

一旦ボトムをつけたものの、その後は、矢継ぎ早に出される金融安定化対策への期待と、一方で信用

収縮による実体経済の悪化懸念が交錯する中で、振幅が非常に大きな推移となっています。 

 

（中国株式市場下落の背景） 

10月22日の基準価額は、外国の株式に投資するファンドの場合、10月21日時点の株式等組入れ資産

の各市場での終値を、10月22日の為替レート（日本時間午前10時頃の為替レート（TTM））で円換算し

算出しております。株式要因、為替要因ともに基準価額にマイナスの影響を与えた結果、基準価額は

下落いたしました。 

10 月 21 日の香港株式市場は、寄り付きは前日 20 日の米国株式市場や 21 日の日本株式市場の上昇を

受けて買われたものの、前日までの上昇分の利益確定の動きが優勢となり下落となりました。また、

個別銘柄では、レッドチップ企業であるシティック・パシフィックが、為替取引にかかる投資により

巨額損失が発生したと発表し、株価が急落したため、同銘柄を組入れているファンドの基準価額下落

要因のひとつとなりました。加えて、為替市場では、21 日の米国株式の軟調推移等からリスク回避的

な投資行動が強まり、大幅な円高となりました。このため、為替要因も基準価額にマイナスの影響を

与えました。（次ページ下方の「各国・地域の株式・為替市場動向」を御覧ください。） 

 

（３） 今後の見通し 

（日本）米国における金融安定化法、G7 行動計画、それに沿った金融機関への資本注入策の発表な

どに対する市場の反応は概ね好意的であり、株価の振幅は依然として大きいものの、10 月に入ってか

らの世界的な株価急落に歯止めをかける、といった効果は確認された感があります。ただし、リスク

資産圧縮による売り圧力も依然として残ることから、短期的な下値不安は拭えない状況です。 

今後のポイントは、世界的な景気減速に対して各国が打ち出す景気対策の内容と実効性を見極める

こと、更に実体経済と企業業績がどの程度悪化に向かい、株式市場はそれを何時どの水準で消化する

のかが重要と考えます。 

来年前半までは欧米各国が景気後退局面にあることや、新興国の需要減速が続くことにより、国内

経済も軟調に推移することを見通します。企業業績も総じて下方修正基調にあることから、株式市場

は当面下振れリスクを伴いながら不安定な展開が想定されます。来年後半には、米国住宅価格の下げ

止まりや、金融機関の融資厳格化による経済活動を抑制する力も緩和に向かい、世界的に景気は底打

ちから緩やかながらも回復に転じる見通しです。株式市場は景気に先行する傾向があるため、来年前

半には徐々に下値を切り上げる可能性が高いと見ています。 
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（中国）米国での金融安定化法案成立、欧米中央銀行による短期金融市場への資金供給、欧米各国で

の預金保護の動き、欧州での経営不安に陥った金融機関への公的支援といった政策対応がなされてい

るにもかかわらず、金融不安が鎮静化する目処は依然不透明であり、金融機関の機能低下がもたらす

実体経済への悪影響から世界経済の下ぶれリスクも高まってきており、欧米株式市場はしばらく下値

不安を拭えない状況にあると考えられます。中国株式市場もその影響を免れないものとみており、現

在の不安定な状況が治まるにはもう少し時間を要すると見られます。 

中国においても、政策金利の引き下げ、預金準備率の引き下げなど金融市場の安定化と景気浮揚策

として金融緩和に転じています。また、中央経済工作会議において減税等の財政政策の発動が検討さ

れる見込みであり、景気減速に歯止めをかける動きが期待されます。しかしながら、金融緩和の効果

が発現するまでは月数を要する点、また財政による景気対策が現実にはまだ、実行に移されていない

点から、当面はその行方と、世界の株式市場の動向に左右され、神経質な展開が続くものと思われま

す。バリュエーションはかなりの悪材料を織り込みつつある株価水準ではありますが、世界的な金融

市場の混乱とそれに対する政策対応の不透明感から、投資家のリスク回避傾向は継続するとみられ当

面不安定な展開が予想されます。 

株価はもうしばらく神経質な展開を見せると予想され、中国の成長に注目したリスクマネーが回帰

し、本格的な上昇相場入りするには当局の政策対応が進んでからになると見込んでおります。 

以上 

 

（株式）
終値 騰落率

(2008年10月21日) (2008年10月20日比)
H株指数 7,267.12 -2.34%
レッドチップ指数 2,977.11 -2.59%
ハンセン指数 15,041.17 -1.84%
上海深セン300指数 1,881.41 -0.81%
上海B株指数 107.49 -0.34%
深センB株指数 260.33 0.43%
TOPIX 889.23 -7.05%
日経平均株価 8,674.69 -6.79%

中国

日本

※　終値：日本：10月22日　海外：10月21日　騰落率：日本：10月21日比　海外：10月20日比

(出所)Bloombergなどのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

各国・地域の株式・為替市場動向

国・地域 株式指数

香港

 

（為替） *数値は対円レートを示しております
TTM 騰落率

(2008年10月22日) (2008年10月21日比)
香港ドル 12.96 -1.4%
中国元 14.71 -1.5%
アメリカドル 100.46 -1.5%

通貨

(出所)社団法人投資信託協会のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  


